
■行動と説明■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 362号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：4月以降の働き方 

 

4 月よりしばらくの間、下記の通り週末を拠点勤務日にいたします。 

●土曜日 9～17時 笑恵館 世田谷区砧 6-27-19 

●日曜日 9～17時 GAZEBO 横浜市神奈川区泉町 15-5 

そもそも笑恵館は、住宅街にあるので日曜休館にしていますが、受付業務を担当する NPO 法人が土曜休業なの

で、僕が留守番しながら仕事しています。 

一方いづみプロジェクトの拠点である GAZEBOは、せっかく横浜－反町駅間の幹線道路に面する商業地なのに、

これまで土日を休業してきましたが、主宰者の山本理顕氏(建築家)の「社会的生活支援が手薄になる土日こそ、

地域に施設を開放すべき」という意見に賛同し、僕が日曜を担当することにいたしました。 

いずれの施設も、これが課題解決でなく、解決に向けた着手に過ぎません。 

松村の相談日としてお越しいただくのはもちろんのこと、施設運営に関与してくださる方も大歓迎です。 

・ 

そしてまた、固定業務を土日に集約するのは、皆さんの運営される施設や地域への「平日訪問」を増やすため

でもあります。 

企業や諸官庁との折衝や、通常業務の現状など、平日の対応が求められるお誘いを、心からお待ちしています。 

遠隔地の場合は、交通費だけご負担いただければ助かります。 

地主の学校を引っ提げて、全国どこへでも参りますので、あなたのお誘いをお待ちしています。 

ではでは！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：行動と説明 



 

言行不一致とは、主張と行動が食い違うことと思われがちだが、果たしてそうだろうか。 

文法の時間に習った「動詞の活用」をちょっと思い出してほしい。 

未然・連用・終止・連体・仮定・命令･･･そう、これのこと。 

連用と連体は、行動で無く次に用言が来るか体言が来るかの説明的用法なので除外する。 

すると、未然は「まだ」、仮定は「もしも」、命令は「やれ！」となり、いずれも「まだやっていない」ことを

指す。 

そして、最後に残った終止こそは「終わっている」のかといえば、「やる」とは「これからやります」という意

味であり、始まってすらいない。 

要は、すべての動詞はまだやっていないことについて「これからどうするか」を言っており、「やる」という現

在の行動は、実行した場合だけが「やった」という過去となる。 

・ 

アインシュタインが「電車に乗っている人は外から見れば走っているが、乗っている人は止まっている」と説

いたが、動詞にも似たようなことが言える。 

今まさにタバコを吸っている人が「禁煙します」と言うのなら、外から見ると喫煙者でも、本人はこれから禁

煙しようとしている。 

だがそもそも、禁煙とは喫煙をやめることなので、喫煙しない人が禁煙することはできない。 

行為を辞めたり始めたりすることが、現状の行為の逆を思いそれを実行することなら、それこそ言行不一致に

他ならない。 

・ 

一方未来とは、このままで居続けるか、何かを変えるかのいずれかだ。 

それについて、まだ･･･と悩んだり、もしも･･･と迷ったり、やろう！･･･と奮起したり、やる･･･と決めたりす

ることが「動詞の仕事」というわけだ。 

だが、ここで言う「やる」とは「やらない」の反対ではあるものの、結局どちらもまだ「やっていない」。 

そして、「やめる」の反対である「やめない」とはやり続けることであり、どちらも「やっている」のが現在だ。 

したがって、「やる」が「やらないをやめること」ならば、それは今「やらないをやっている」ことになる。 

「言うは易く行うは難し」とは、「やらない」は容易いが「やる」は難しいとも読めるが、それを説明するのは

かなり難しい。 

・ 

「言うことと行うことが一致しない」とは、正確に言うと「言うことに行うことが一致しない」というべきで、

「言うと行う」は同時でなく、「言ってから行う」の順序がある。 

有言実行の言葉の通り、そもそも先に言ってから実行しなければならないと思うのはなぜだろう。 

確かに「やってから言う」のは、「ずるいやり方」とされ、後出しじゃんけんや結果論と呼ばれることもある。 

先に出して負けたり、結果を批判されやすい「当事者側」は、割に合わないと思われがちだ。 

でも、本当にそうだろうか。 

先にやって見せることで、相手や周囲がそれに勝とうとすることはいいことだし、先に結果を見せることで批

判や意見が聞けるなら、むしろ得だと僕は思う。 

・ 

そもそも「言行一致」とは「全社一丸」とか「安全第一」と同様に、困難に挑む戒めの言葉に過ぎない。 

ならば順番を変えて、行うことに言うことを合わせ、「有言実行」を「実行有言」に切り替えたらどうだろう。 

先に「できること」を実行し、「成したことは何か」を自分と周囲に説明する「行言一致」なら、「言行一致」

よりはずっと容易にできそうだ。 



これまで僕は、夢を叶えることが「実現」であり、その逆は「まぐれ」だと揶揄してきた。 

だが、それは決して、夢を描くまで行動するなと言うのではない。 

まず行動し、その結果と夢とのギャップ＝失敗をきちんと説明すればいい。 

失敗の理由は夢にあり、失敗の原因は行動にあるのだと僕は思う。 

きっと僕は、夢と行動双方の修正を繰り返すことで、夢を叶えるプロセスをいつまでも歩き続けたいのだと思

う。 

 

https://nanoni.co.jp/20220328-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】◎：申込優先、〇：申込必要、×：一般参加不可、下記以外の時間はすべて応相談 

 

■今週の予定 

（火）03/29 なのに（横浜）作業日 

会議×：13-15 時 理知の杜評議員会（zoom） 

（水）03/30 いづみ（横浜）作業日 

会議×：13-15 時 RY打合せ（反町） 

会議×：15-17 時 いづみバイト面談（反町） 

会議×：17-18 時 開かれた会（反町） 

（木）03/31 なのに（自宅）作業日 

（金）04/01 なのに（自宅）作業日 

（土）04/02 笑恵館（世田谷）作業日 

会議×：10-12 時 HFA意見交換会（恵比寿） 

交流◎：13-17 時 よろず相談会（笑恵館） 

交流◎：17-19 時 AZ51 オンライン同期会（zoom） 

（日）04/03 いづみ（横浜）作業日 

交流◎：09-17 時 いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

会議×：10-11時 100smile会議（zoom） 

（月）04/04 なのに（自宅）作業日 

 

■定例の予定 

月曜 

火曜・第 2,4 20-21 時 〇LR経営会議（zoom） 

水曜・第２ 08-10 時 ×ARチームMTG（zoom） 

木曜・第２ 15-16 時 ×かなこ PJT（zoom） 

 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 19-20時 〇OforW経営運営会議（zoom） 

第３ 13-18時 ◎笑恵館なるほどデイ（笑恵館） 

 18-20時 〇笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

 20-21時 〇一宮庵クラブ運営会議（成城） 



第４ 17-19時 ◎笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

金曜・第２ 19-20 時 ◎カプラー起業交流会（zoom） 

土曜・毎週 09-17 時 ◎よろず相談会（笑恵館） 

第１ 21-22時 ×喜多見共和国MTG（zoom） 

第２ 12-14時 ×RYUSEN PJT（zoom） 

日曜・毎週 09-17 時 ◎いづみ PJTオープンデイ、説明会（反町） 

第１ 10-11 時 ×100smile会議（zoom） 

第４ 10-14時 〇名栗の森オーナーシップクラブ月例会（飯能） 

 

■今後の予定 

04/13-14 交流○：星の谷 PJT合宿（筑西） 

04/16 交流○：みんなの裏山 清掃・現況確認（浦賀） 

05/06 交流○：地主の学校ゼミ（zoom） 

05/21 交流○：みんなの裏山 下草刈り・土地整備（浦賀） 

06/19 会議×：13-16 時 チャレンジアシスト P1次審査会（zoom） 

07/10 交流○：13-16 時 チャレンジアシスト P公開審査会（zoom？） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅：株式会社なのに（取締役・平社員） 

〒226-0016神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

 

職場：一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 笑恵館 

http://shokeikan.com/ 



 

主な所属団体： 

特手非営利活動法人HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://localrepublic.jp/ 

ユナイテッドスクールオブ東京（顧問） 

https://www.united-school.jp/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事の抜粋などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


